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　強制換羽は 400～ 500日齢の鶏を対象に短期間絶食処
理をおこない、卵胞ホルモンの分泌を止め、産卵を強制
的に中止させ、換羽を誘導させる方法である 1)。この方
法により産卵後期における産卵率・卵質の改善などが図
られるため、養鶏現場では広く活用されている。反面、
強制換羽処理時の死亡鶏の増加、換羽による産卵開始後
の卵重の増加、絶食のストレスによるサルモネラ感染の
増強 2,3)、家畜・家禽に対するアニマルウエルフェアの
問題 4)も大きい。これらの問題点を解決するため、1970
年頃から飼料を給与しながら換羽を誘導する方法が研究
されてきたが、経済的に採算が取れないなど、農家での
実用化には結びつかなかった。しかし、ここ数年、国内
においても飼料を給与しながら換羽を誘導する方法の研
究 3,5～9) が進み、現在数社から換羽時に給与する飼料が
市販化されている。前報 10)で、我々も市販の換羽誘導
用飼料の給与効果を調査するために、白玉卵産出鶏と赤
玉卵産出鶏の 2銘柄を用いて試験を実施したところ、白
玉卵産出鶏には有効利用できるが、赤玉卵産出鶏には問

題が残った。そこで、今回は前報 10)とは異なる換羽誘
導用飼料を使用し、試験を実施した。

材料及び方法

１．供試鶏
　 　479日齢の白玉卵産出鶏のジュリアと赤玉卵産出鶏
のボリスブラウンを各々 104羽用い、739日齢まで調
査した。これらの鶏は強制換羽方法の違いにより 52
羽（13羽 /区× 4反復）ずつ 2群に個体の産卵数、体
重を参考に分け、単飼飼養とした。
２．供試飼料
　 　換羽誘導用市販飼料は K社の製品（換羽用飼料）を
用いた。飼料に含まれる原材料は、そうこう類（ふす
ま、コーングルテンフィード、米ぬか）55%、穀類（と
うもろこし、マイロ）34%、その他 11%、成分量は粗た
ん白質 (CP)12%以上、代謝エネルギー（ME)2,000kcal/

kg以上であった。形状はマッシュ状であった。強制
換羽処理前、強制換羽処理後は採卵鶏用一般配合飼料
（CP17%以上、ME2,850kcal/kg以上）を用い、不断給
餌とした。
３．強制換羽処理方法
　 　1群（餌給与群）は上記 2の飼料を用い、試験開始
から 100g/羽 /日を 21日間給与した。残りの 1群（絶
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要　　　　　約

　換羽を誘導させる市販飼料を 479日齢のジュリアとボリスブラウンに給与し、739日齢まで産卵
諸性能、卵質などを調査した。対照として絶食による換羽誘導群を各銘柄に設けた。ジュリアで
は換羽誘導用飼料給与群の完全な産卵停止は絶食群より 4.3日遅く、50%産卵到達に要した日数は
約 2.5日早かった。また、最高産卵率は 93.5%を示し、産卵諸性能、卵質成績、異常卵の発生率は
絶食群と有意な差はみられなかった。ボリスブラウンでは換羽誘導用飼料給与群の完全な産卵停止
は絶食群より 8.4日遅かったが、50%産卵到達に要した日数は 5日早かった。産卵率は絶食群とも
90%には達しなかった。産卵諸性能、卵質成績、異常卵の発生率は、絶食群と差はみられなかった。
両銘柄とも換羽中の死亡鶏の発生は認められなかった。以上の結果から、今回の換羽誘導用飼料は
ジュリアには有効利用が出来ると考えられるが、ボリスブラウンでは産卵率、ハウユニットなどに
低い傾向がみられた。
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食群）は従来の強制換羽方法を実施し、群の平均体重
が試験開始時の体重より 25~30%減になるのを目安に
試験開始時より断餌した。2群とも自由飲水とした。
４．点灯管理
　 　強制換羽処理期間中の点灯は実施せず、処理終了後
の 501日齢から点灯を開始した。自然日長時間と併せ
て明期が 13時間となるように点灯し、以降は毎週 1
時間ずつ明期を漸増し、16時間に到達後一定とした。
５．調査項目
　 　産卵諸性能は強制換羽処理終了日の翌日（501日齢）
から 28日間を 1期間として、1～ 9期までの成績で取
りまとめた。　

(1) 体重：試験開始前日 (478日齢 )、開始後 7日（486日齢）、
11日（490日齢）、14日 (493日齢 )、21日（500日齢）
以後、507、517、531、556、619、675、725日齢の計
12回、個体毎にすべての鶏を対象に体重を測定した。

(2) 産卵諸性能：産卵の有無を個体ごとにチェックし、
個数と卵重は区ごとに毎日測定した。飼料摂取量は期
の最終日に残飼量を区ごとに測定し、期ごとに 1羽あ
たりの飼料摂取量、飼料要求率、産卵率、平均卵重、
産卵日量を算出した。さらに毎日の異常卵の発生率、
毎期 2回生産卵全てを個々に卵重測定し規格を調査し
た。また、強制換羽処理期間中の個体の産卵の有無も
確認した。　

(3) 卵質：卵質は各期の最終週の 1日に産出された卵す
べて（破卵は除く）について産卵翌日に検査した。検
査項目は卵重、卵殻強度、卵殻厚、濃厚卵白高、ハウ
ユニット（HU）、卵黄色とした。

６．統計処理
　一元配置分散分析法で有意差検定を実施した 11)。

結果および考察

１．体重
　　各群の体重の推移を表 1に示した。
　 　ジュリアでは絶食群が断餌 11日目で 4区とも試験
開始時体重の群平均 26.7%の減少を示したため、12日
目より一般配合飼料の不断給餌を開始した。餌給与群
の 21日目の体重は、試験開始時体重の群平均 19.3%の
減少であった。餌給与群と絶食群の体重の有意な差は

試験開始後 35日まで認められた（p<0.05)が、その後
は調査終了まで差はみられなかった。　
　 　ボリスブラウンでは絶食群は断餌 11日目では 4区
とも試験開始時体重の 25%以上の減少を示さなかった
ため、以後 2日間隔で体重測定をした結果、15日目に
は 4区とも試験開始時体重の群平均 27.1%の減少を示
した。このため、15日目より一般配合飼料を不断給餌
した。餌給与群の 21日目の体重は、試験開始時体重
の群平均 17.4%の減少であった。餌給与群と絶食群の
体重の有意な差は試験開始後 35日と 77日に認められ
た (p<0.05)が、その後は同様の値で推移した。
　 　強制換羽処理中の死亡鶏は両銘柄とも 1羽もみられ
なかった。
２．換羽用飼料の摂取量
　 　換羽用飼料は 100g/日 /羽を毎日給与したが、21日
間を通して 50g/羽 /日を摂取することは無く、ジュ
リアでは平均 42.1g/羽 /日、ボリスブラウンでは平均
43.0g/羽 /日であった。
３．産卵諸性能
(1) 産卵停止と再産卵開始：ジュリアの絶食群では処理
開始当日から 6日間にすべての鶏が産卵を停止した。
平均停止日数は 4.2日であった。餌給与群では処理当
日から 21日の間にすべての鶏が産卵を停止し、平均
日数は 8.5日であり、群間に差が認められた (p<0.05)。
ボリスブラウンの絶食群では処理開始当日から 8日の
間にすべての鶏が産卵を停止し、平均日数は 3.9日で
あった。餌給与群では処理当日から処理終了の 21日
の間にすべての鶏が産卵を停止したが、平均日数は
13.3日であり、餌給与群が長期間を要した (p<0.05)。
なお、21日まで産卵を続けた個体の内、ジュリアは
1/2羽は 2日後に、ボリスブラウンは 1/5羽が 1日後、
1/5羽が 2日後には産卵がみられたため、停止と言え
るかは明確ではない。

　 　再産卵開始は、ジュリアの絶食群では一般配合飼料
給与後 12日から 43日にすべての鶏が産卵を開始し
た。平均開始日数は 20.9日であった。餌給与群では一
般配合飼料給与後 1日から 37日にすべての鶏が産卵
を開始し、平均日数は 15.7日であり、絶食群が有意に
遅い値を示した (p<0.05)。ボリスブラウンの絶食群で
は一般配合飼料給与後 11日から 43日にすべての鶏が

表 1．体重の推移
銘柄 群 処 理 後 経 過 日 数 （日齢）

-1 (478) 7 (486) 11(490) 14(493) 21(500)*

ジュリア 餌給与 1931.9 ± 1.6 1655.8 ± 13.5a 1658.8 ± 53.5a 1646.1 ± 57.6a 1578.9 ± 20.0a
絶　食 1933.2 ± 3.8 1531.7 ± 11.4b 1417.7 ± 56.5b 1494.1 ± 11.2b 1494.1 ± 11.2b

ボリスブラウン 餌給与 2137.2 ± 1.7 1890.2 ± 16.3a 1828.7 ± 15.1a 1809.3 ± 17.8a 1766.6 ± 15.0a
絶　食 2137.7 ± 0.5 1749.7 ± 10.2b 1674.3 ± 59.1b 1597.9 ± 55.1b 1558.5 ± 55.1b

28(507) 35(517) 49(531) 77(556) 140(619) 196(675) 245(725)
1691.6 ± 35.4a 1799.7 ± 26.5a 1733.4 ± 42.8 1814.8 ± 26.2 1836.6 ± 28.3 1840.9 ± 26.5 1872.1 ± 18.7
1620.5 ± 27.0b 1718.7 ± 33.6b 1799.8 ± 22.2 1792.9 ± 33.6 1808.1 ± 39.4 1815.0 ± 43.8 1868.4 ± 24.9
1979.6 ± 59.8a 2066.0 ± 22.6a 2024.5 ± 14.5 2116.3 ± 21.2b 2173.0 ± 14.0 2167.8 ± 24.7 2190.2 ± 47.0
1810.9 ± 21.9b 2001.3 ± 15.7b 2039.2 ± 93.6 2160.5 ± 31.2a 2220.0 ± 38.6 2230.4 ± 46.9 2290.3 ± 44.6

*強換用飼料給与終了　**統計比較は銘柄ごとで実施　***異符号間に有意差あり (p<0.05)
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産卵を開始し、平均日数は 17.3日であった。餌給与群
では翌日から 29日までにすべての鶏が産卵を開始し、
平均日数は 11.7日であり、絶食群が遅い値を示した
(p<0.05)。
　 　50%産卵再帰日数はジュリアの絶食群では 21.3日、
餌給与群では 23.8日と有意な差はみられなかった。し
かし、ボリスブラウンでは絶食群が 18日、餌給与群
が 13日であり、絶食群が遅い値を示した (p<0.05)。卵
重、体重に差はみられなかった（表 2）。

(2) 調査全期間（第 1期～ 9期）の産卵成績：産卵率（H.D)・
卵重・産卵日量・飼料摂取量・飼料要求率の平均値を
表 3に示した。

　 　産卵率はジュリアでは 1期にのみ絶食群が高い値を
示した (p<0.05)が、2期以降は明らかな差はみられな
かった。全期間の平均産卵率は絶食群が 82.3%、餌給
与群が 80.8%であった。ボリスブラウンは両群間に差
はみられなかったが、絶食群の方が高い値で推移する
傾向にあった。全期間の平均産卵率は絶食群が 73.6%、
餌給与群が 70.5%であった。なお、強制換羽処理期間
中の産卵率は、ジュリアの絶食群が 10.3%、餌給与群
が 20.5%、ボリスブラウンの絶食群が 9.2%、餌給与群
が 24.5%であった。
　 　平均卵重はジュリアでは両群間に差はみられなかっ
たが、餌給与群の方が重い値で推移した。全期間の平
均卵重は絶食群が 67.4g、餌給与群が 68.0gであった。
ボリスブラウンは 2期において餌給与群が低い値を示
した (p<0.05)が、残りの期では差がみられなかった。
全期間の平均卵重は絶食群が 69.2g、餌給与群が 68.6g
であった。
　 　産卵日量は産卵率の推移と類似した。両銘柄とも両
群間に有意な差はみられず推移した。全期間の平均産
卵日量はジュリアの絶食群が 55.5g/羽、餌給与群が

55.0g/羽、ボリスブラウンの絶食群が 50.9g/羽、餌給
与群が 48.4g/羽であった。
　 　飼料摂取量はジュリアの 8期において絶食群が高い
値を示した (p<0.05)が、残りの期では差はみられな
かった。ボリスブラウンは両群間に差はみられず推移
した。全期間の平均飼料摂取量はジュリアの絶食群で
117.8g/羽 /日、餌給与群で 116.5g/羽 /日、ボリスブ
ラウンの絶食群で 114.3g/羽 /日、餌給与群で 114.4g/

羽 /日であった。
　 　飼料要求率は両銘柄とも両群間に差はみられず推
移した。全期間の平均飼料要求率はジュリアの両群
が 2.12、ボリスブラウンの絶食群が 2.29、餌給与群が
2.36であった。

(3) 異常卵の発生率：二黄卵、奇形卵、破卵、全壊卵  軟卵、
過小卵の全期間の平均発生率を表 4に示した。全期間
の平均発生率に各項目とも、両銘柄、両群間に差はみ
られなかったが、二黄卵の発生はボリスブラウンの絶
食群の 1~3期、餌給与群の 2～ 4期に比較的多かった。
奇形卵の発生は両銘柄とも絶食群の方が期を通して少
ない傾向にあった。破卵および全壊卵の発生はジュリ
アの餌給与群が少ない傾向にあった。軟卵の発生はボ
リスブラウンの両群が少ない傾向であった。過小卵の
発生はボリスブラウンの餌給与群がもっとも少なかっ
た。

(4) 規格卵別生産割合と生産額：全期間の規格別生産割
合はジュリアでは絶食群が餌給与群より LL卵以上の
割合が少ない傾向にあったが、ボリスブラウンでは差
はみられなかった（表 5）。

　 　これらの卵の生産額を 2009年 2月 2日の鶏卵相場
の安値を参考に試算したところ、ジュリアの絶食群で
は 855円 /全期間 /羽、餌給与群では 898円 /全期間
/羽、ボリスブラウンの絶食群では 821円 /全期間 /羽、

村野 :強制換羽誘導用飼料の採卵鶏への利用

表 2．50%産卵再帰時成績
銘柄 群 50%産卵 * 卵重 体重

再帰日数 (g) (g)

ジュリア 餌給与 23.8 66.5 1733.4
絶　食 21.3 65.0 1755.8

ボリスブラウン 餌給与 13.0b 66.6 2066.0 
絶　食 18.0a 65.7 2016.0 

　　　　　　　　*一般配合飼料給与開始後日数　**統計比較は銘柄ごとで実施　***異符号間に有意差あり (p<0.05)

表 3．全期間の平均産卵成績
銘柄 群 産卵率 卵重 産卵日量 飼料摂取量 飼料要求率

(%) (g/個） (g/羽） (g/羽 /日）
ジュリア 餌給与 80.8 ± 0.5 68.0 ± 0.7 55.0 ± 0.5 116.5 ± 1.1 2.12 ± 0.04

絶　食 82.3 ± 2.8 67.4 ± 1.0 55.5 ± 1.7 117.8 ± 1.2 2.12 ± 0.06
ボリスブラウン 餌給与 70.5 ± 2.8 68.6 ± 0.2 48.4 ± 1.3 114.4 ± 3.1 2.36 ± 0.02

絶　食 73.6 ± 3.1 69.2 ± 0.6 50.9 ± 2.9 114.3 ± 2.1 2.29 ± 0.09
*統計比較は銘柄ごとで実施

表 4．全期間の平均異常卵発生率 (%)
銘柄 群 二黄卵 奇形卵 破卵 全壊卵 軟卵 過小卵

ジュリア 餌給与 0.16 ± 0.14 2.10 ± 1.62 0.32 ± 0.22 0.08 ± 0.09 0.28 ± 0.14 0.10 ± 0.17
絶　食 0.22 ± 0.14 1.75 ± 0.86 0.76 ± 0.07 0.33 ± 0.17 0.68 ± 0.57 0.02 ± 0.02

ボリスブラウン 餌給与 0.51 ± 0.53 4.49 ± 3.11 0.92 ± 1.00 0.42 ± 0.24 0.05 ± 0.04 0.01 ± 0.02
絶　食 0.45 ± 0.33 1.87 ± 0.86 0.73 ± 0.55 0.49 ± 0325 0.09 ± 0.11 0.09 ± 0.06

*統計比較は銘柄ごとで実施
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餌給与群では 780円 /全期間 /羽であった。
４．卵質
　調査全期間の卵質検査成績の平均値を表 6に示した。
(1) 卵重：両銘柄の両群とも類似した値で推移した。全
期間の平均卵重はジュリアの絶食群が 68.2g、餌給与
群が 68.4g、ボリスブラウンの絶食群が 69.8g、餌給与
群が 69.2gであった。

(2) 卵殻強度：両銘柄の両群とも類似した値で推移した。
全期間の平均卵殻強度はジュリアの絶食群で 4.06kg/

㎠、餌給与群で 3.84kg/㎠、ボリスブラウンは両群と
も 3.85kg/㎠であった。

(3) 卵殻厚：ジュリアでは 2期に絶食群が餌給与群より、
ボリスブラウンでは 1、7期に餌給与群が絶食群より
有意に高い値を示した (p<0.05)が、残りの期では差は
みられなかった。全期間の平均卵殻厚はジュリアの絶
食群が 0.344mm、餌給与群が 0.335mm、ボリスブラ
ンの絶食群が 0.357mm、餌給与群が 0.351mmであっ
た。

(4) HU：濃厚卵白高はジュリアでは両群間に差はみられ
なかったが、ボリスブラウンでは調査期間を通して、
絶食群が高い値を示し、4、5期と全期間の平均値で
有意な差が認められた (p<0.05)。これに併行して HU

も同様の推移を示し、ジュリアでは差がみられなかっ
たが、ボリスブラウンでは調査期間を通して絶食群
が高い値を示し 4、5期では差が認められた (p<0.05)。
全期間の平均 HUはジュリアの絶食群が 85.2、餌給与
群が 85.4、ボリスブラウンの絶食群が 88.5、餌給与群
が 85.9であった。

(5) 卵黄色：両銘柄、両群とも卵黄色に差はみられず推
移した。全期間の平均卵黄色はジュリアの絶食群が
10.5、餌給与群が 10.7、ボリスブラウンの絶食群が
10.6、餌給与群が 10.9であった。

考　　　　　察

　前回 C社の換羽用飼料を用い、強制換羽の試験を実施
した結果、白玉卵産出鶏のジュリアでは良好な成績を得
られたが、赤玉卵産出鶏のボリスブラウンでは従来の絶

食処理による換羽方法が優れていた。前報の結果 10) か
らボリスブラウンのような体重の重い鶏に対しては、換
羽誘導用飼料給与の延長を検討する必要があると考え、
今回 C社よりさらに 1週間長く給与する K社の換羽用飼
料を用いて検討したが、結果は前報 10)と同様、絶食処
理方法と比べて産卵率や HUに低い傾向がみられた。こ
の原因としてボリスブラウンの体重の減少が想定のよう
に得られなかった事に起因しているのでは無いかと考え
られる。
　強換中の死亡鶏の発生が絶食による処理では問題にな
るが、今回の試験では死亡はみられなかった。養鶏農家
においては群飼飼養が一般的であり、鶏の強弱により飼
料が十分に摂取できず死亡する鶏が発生する場合も考え
られるが、今回の調査は単飼飼養であったため、管理が
十分に行き届いたことが、死亡鶏を発生させなかった大
きな要因の一つと思える。また、今回の試験実施が秋季
であり、厳寒期や猛暑期のように環境ストレスが加わら
ず、季節的な要因も大きいと考える。
　換羽誘導用市販飼料は、給与開始後数日は鶏によって
はほとんど摂取しないものもいたが、慣れるに従い徐々
に摂取量が増加し、従来の報告 7,12 )と同様の傾向を示し
たが、指示通りの量は摂取しなかった。
国内においても家畜・家禽のアニマルウエルフェアは大
きな課題となり始めている。アメリカでは大手のファー
ストフード店が、卵の供給生産者に対して、「強制換羽
のための絶食はしないこと」とアニマルウェルフェアガ
イドラインに記載している。近い将来、絶食による強制
換羽はわが国でも禁止になる方向で検討がなされてい
る。また、絶食による強制換羽は熟練した技術が必要と
なるため、換羽用飼料給与によるマニュアルが完成すれ
ば管理も簡便になる可能性が高い。さらに、強制換羽時
の SE感染が軽減される 10)ことなどを併せ考えると、今
後も赤玉卵産出鶏を中心に換羽誘導用飼料の検討が必要
と思える。
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